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「札幌市が求める教員像」及び「教員育成指標」、「教員研修計画」について 

                      令和６年３月 

 

１ 策定の背景 

  子どもの成長を担う教員には、いかに時代が変化しようとも、その時代の背

景や社会の要請を踏まえつつ、次代を担う子どもたちを育てるという重要な使

命と責任をもつとともに、子どもたちの人格形成を担う存在であることから、

その職責の重さを絶えず自覚し、自らが子どもたちの道しるべとなるべく、常

に資質の向上を図り続けることが求められています。  

  また、教育を取り巻く課題は複雑化、多様化しており、学校では、学ぶ力や

豊かな心、健やかな体の育成、いじめや不登校の増加など様々な教育課題への

対応が求められており、学習指導要領の趣旨を踏まえた新しい時代の教育に対

応できるよう、教員の資質の向上に向けた環境を整えることが不可欠です。 

  こうした状況を踏まえ、教育公務員特例法の一部改正(平成 28 年 11 月 28 日

公布、平成 29 年 4 月 1 日施行)に伴い、公立の小学校等の校長及び教員の任命

権者には、地域の実情に応じ、校長及び教員の職責、経験及び適性に応じて向

上を図るべき校長及び教員としての資質に関する「教員育成指標」「教員研修

計画」の策定が義務付けられました。  

  札幌市においては、平成 28 年度に北海道教育委員会と連携し、「求める教員

像」について検討するとともに、平成 29 年度からは、有識者等からなる「札

幌市教員育成協議会」を設置し、札幌市の特性を踏まえた「教員育成指標」「教

員研修計画」についての協議を進めてきました。 

 

２ 札幌市が求める教員像 

  札幌市が求める教員像は、札幌市教育委員会が教員を採用するに当たり、教

員としての基本的な姿を示すだけでなく、大学での教員養成や現職教員研修な

どの基盤となる姿です。  

  将来、札幌市の教員を志す学生にとっては、大学での学びを進める上での方

向性を示すものであり、札幌市の教員になった者にとっては、研修や日々の実

践を深める上での目標となります。さらに、保護者や地域の方にとっては、札

幌市の教員の基本的な姿を理解していただき、信頼をより確かなものにしてい

ただくためのものになります。 

もちろん、教員像は、札幌市の教員としての基本的な姿を示したものであり、

札幌市として画一的な教員を求めているわけではありません。生涯にわたり資

質の向上を図るという前提に立って、個性豊かで人間味にあふれる教員が求め

られることは言うまでもありません。  

  なお、札幌市が求める教員像の検討に当たっては、北海道教育委員会と連携

し、アンケート調査を実施するなどして進めてまいりました。  
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３ 「教員育成指標」策定の目的 

  平成 29 年３月 31 日に国が示した「公立の小学校等の校長及び教員として

の資質の向上に関する指標の策定に関する指針」（以下、「指針」という。）で 

は、指標策定の趣旨として、次のように示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、附帯決議では、「教育委員会等が策定する指標については、画一的な

教員像を求めるものではなく、全教員に求められる基礎的、基本的な資質能力

を確保し、各教員の長所や個性の伸長を図るものとすること。また、同指標は、

教員の人事評価と趣旨・目的が異なるものであることを周知すること。」と示

されており、特段の配慮をすべきとされています。  

このことから、札幌市教育委員会が策定する「教員育成指標」は、札幌市の

教員としての基本的な姿を「札幌市が求める教員像」として明確にした上で、

一人一人の資質の向上を図るために、あくまでも目指す姿を示しています。 

「教員育成指標」で対象となる公立の小学校等の教員等の範囲については、

教育公務員特例法に基づき、文部科学大臣が告示した「指針」において、以下

のとおり示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

上記を踏まえ、札幌市教育委員会が任命権者となる、公立の園・学校の園長、

校長及び教員(副校長、教頭、主幹教諭、教諭、保育教諭、養護教諭、栄養教

諭)が、札幌市教育委員会が策定する「教員育成指標」の対象となります。 

 

４ 「教員育成指標」の活用について 

令和４年度より、教育公務員特例法及び教職員免許法の一部改正に伴い、各

教師の研修履歴を記録するとともに、この記録に基づき、教師の資質向上に関

する指導助言等を行う仕組みが制度化したことから以下のような場面におい

ての活用が求められます。  

 

・教員等が、高度専門職としての職責、経験及び適性に応じて身に付けるべき

資質を明確化したもの。 

・教員等が担う役割が高度に専門的であることを改めて示すもの。 

・研修等を通じて教員等の資質の向上を図る際の目安となるもの。 

・教員等一人一人のキャリアパスが多様であるとの前提の下、教職生活全体を

俯瞰しつつ自らの職責、経験及び適性に応じてさらに高度な段階を目指す手

掛かりとなるもの。  

 

 

⑴公立の小学校等の範囲は、公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、

中等教育学校、特別支援学校、幼稚園及び幼保連携型認定こども園である。 

⑵教員等の範囲は、校長（園長を含む。）、副校長（副園長を含む。）、教頭、主

幹教諭 (幼保連携型認定こども園の主幹養護教諭及び主幹栄養教諭を含

む。)、指導教諭、教諭、助教諭、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、主幹保

育教諭、指導保育教諭、保育教諭、助保育教諭及び講師である。※臨時的任

用教諭等を除く 
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○管理職及び教員が自身の身に付けるべき資質等を知り、研修計画を立てる

際の参考にしたり、研修を振り返ったりする際の目安として活用する。  

○管理職が個々の教員の研修計画に助言する際の参考として活用する。  

○教育委員会や各園・学校等が研修の企画を行う際の目安として活用する。 

○教員を目指す学生や教職課程をもつ大学等に活用される資料となる。 

〇「栄養教諭編」は、栄養教諭が、養成段階、栄養士を経て、これまで受講

してきた研修内容を振り返り、今後の研修計画を立てる際の参考にする。 

 

５ 「教員研修計画」について 

⑴ 策定の背景 

   前述したとおり、教育公務員特例法の一部改正(平成 28 年 11 月 28 日公布、 

平成 29 年４月１日施行)に伴い、公立の小学校等の校長及び教員の任命権者  

には、地域の実情に応じ、校長及び教員としての資質の向上に関する「教員

育成指標」と合わせて、「教員研修計画」の策定が義務付けられました。  

   なお、国は、教員研修計画の策定に係る留意すべき事項として、以下のこ

とを示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   札幌市としては、従前から「札幌市の教員研修体系」として整備し、体系

的な研修を実施していたところですが、このたび、「教員育成指標」の策定に

伴い、教員研修の見直し及び関連付けを図りました。 

 

⑵ 研修の効果的な実施について  

   教職員一人一人が自らの強みや課題を明らかにし、主体的に学びを選択し

て切れ目なく研修をより効果的に実施するために、以下のことに配慮してい

ます。 

 

①研修の実施に当たっては、法令の規定により研修の実施を担う主体だけで

はなく、大学をはじめとする様々な関係機関と連携・協働して取り組むこ

とが重要であり、教員等の資質の向上に関し、行政機関だけでなく、様々

な関係機関との関係構築に努めることが重要であること。 

②指標や教員研修計画の策定に際しては、単に教員等が受講する研修の絶対

量のみが増加し、教員等の多忙化に拍車をかけるようなことにならぬよ

う、教員等の資質の向上に資する効果的・効率的な研修が体系的に整備さ

れるよう配慮するとともに、研修の効率的な実施に当たって配慮すべき事

項を教員研修計画に掲げること。 

③研修を実施する者、研修の実施に協力する者及び研修を受ける教員等自ら

が研修の意義や効果をより適切に理解しつつ、研修の実施が図られること

が重要であることから、任命権者は、教員研修計画の策定に際し、各研修

がどのような効果をもたらすのかということを常に意識しつつ、研修の効

果に関する検証事例を蓄積していくことが期待されていること。  
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⑶ 研修の効果を検証するための方法  

 これまでも実施しておりますが、研修終了後に研修を受講した教員が記入、

提出する「振り返り用紙」により、研修の効果検証と研修内容等の不断の見

直しを行っていきます。  

 

⑷ 教育委員会と校長及び教員の研修に協力する大学との連携について  

   校長会の代表及び教職課程を有する大学関係者からなる「教員育成協議会」 

において、以下のことを実施していきます。  

 

 

 

 

 

 

６ 終わりに 

  「札幌市が求める教員像」及び「教員育成指標」「教員研修計画」の策定によ

り、札幌市の教員一人一人が、自ら教職生活全体を俯瞰しつつ、自らの職責、

経験及び適性に応じて、更に資質の向上を目指す手掛かりを見付けるとともに、

学び続ける教員として、これらを活用し、主体的に研修に取り組んでいくこと

を願っております。  

 

 

◆年度当初に「研修案内」を作成し、教員の計画的な研修への取組を支援  

◆「校内研究・研修の手引」を活用した計画的・効率的な校内研修の実施  

◆校内での学びへの支援…校内研修への講師派遣、校内研修に係る相談支援

体制の整備  

◆「教職経験に応じた研修」…ねらいの焦点化による内容の精選  

 ・初任段階における研修（１年次）…教科指導の基礎、児童生徒指導の

基礎  

・初任段階における研修（２年次）…授業実践研究  

・教職経験者研究協議会Ⅰ（５年研）…授業実践研究 

・中堅教諭等資質向上研修（10 年研）…ミドルリーダーに必要な企画力  

・教職経験者研究協議会Ⅱ（15 年研）…校務運営の中心的役割を果たす

ためのマネジメント力 

 

 

 

 

 

 

◆教員育成指標の見直し及び教育委員会が策定する教員研修計画に対する 

意見聴取 

◆当該大学教員の研修講師としての活用促進  

◆教育委員会による大学生への啓発（リクルートプラン等） 

 

 

 

 

 

 



５ 

札幌市が求める教員像 
（平成 30 年１月 17 日策定） 

【教職を担うに当たり必要となる素養に関連する事項】       

◆教育者として、強い使命感・倫理観と、子どもへの深

い教育的愛情を、常にもち続けている教員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育の専門性に関連する事項】  【教             

◆教育の専門家として、実践的指導力や専門性の向上に、

主体的に取り組む教員  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【連携及び協働に関連する事項】  【連携及び協働に関連する事項】                 

◆園・学校づくりを担う一員として、地域等とも連携・

協働しながら、課題解決に取り組む教員  

 

 

 

 

 

 

◆身に付けたい資質・能力 

○教育者としての強い使命感や責任感、高い倫理観をもっている。【使命感・責任感・

倫理観】  

○教育者として前向きな気持ちをもっている。【情熱】  

○子どもへの深い教育的愛情をもっている。【教育的愛情】  

○社会性、協調性、柔軟性など、教員としての人間性を兼ね備えている。【人間性】  

○自分の考えを分かりやすく伝え、相手の話に耳を傾け、意思疎通を図っている。【コ

ミュニケーション（子ども・保護者・同僚等との）】  

○教育者として成長し続けている。【学び続けようとする意欲】  

◆身に付けたい資質・能力 

○教科及び教職の基盤となる知識や技術の向上に努めている。【教科及び教職に関する

専門的知識】  

○今日的課題（主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善、カリキュラム・

マネジメント、ICT を活用した指導、道徳教育、国際理解教育・外国語教育、特別支

援教育、子どもの権利等の人権教育、進路探究学習など）を理解し、指導に活かし

ている。【今日的課題への対応力】  

○教育の専門家として、授業、生徒指導・進路指導、学級経営などに関わる指導力の

向上に努めている。【実践的指導力】  

○子ども一人一人の心や個性を理解している。【子ども理解】  

 

 

◆身に付けたい資質・能力 

○子ども・保護者・同僚等と、信頼関係を築きながら、園・学校づくりに参画してい

る。【園・学校づくりを担う一員としての自覚】 

○教育に関わる多様な課題へ適切に対応し、解決に向けて組織的、協働的に取り組ん

でいる。【組織的・協働的な課題対応・課題解決能力】  

○園・学校内ばかりではなく、地域や外部の関係者とも連携を図り、協働して取り組

んでいる。【地域等との連携・協働】  

○自身の知識・技能や経験を、若手教員をはじめ他の教員等に積極的に伝えるなど、

共に成長している。【人材育成への貢献】  

 



（平成30年１月17日策定） 

（令和４年３月１日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３

【養成段階】 【基礎形成期】 【向上・充実期】 【深化・牽引期】

学級経営、教科指導、生徒指
導等に関する基礎的・基本的
な指導力を身に付け、教職と
しての基礎を固める。

専門性を高め、学級経営、教
科指導、生徒指導等に関する
実践的指導力の向上を図り、
リーダーとしての資質を磨
く。

豊富な経験を生かして、全校
的な視野に立ち、学校づくり
の中心的な役割を果たし組織
的な運営力を高める。

【学級・担当教科等】 【学年・校務分掌等】 【学校全体】

使命感・責任感・倫理観

情熱・教育的愛情

人間性・
コミュニケーション

学び続けようとする意欲

授業構築

教科の専門性や学習指
導要領等を理解し、目標
を明確にした授業づくり
をしようとしている。

子どもの興味・関心を生
かしながら、ねらいを明
確にした、「分かる・でき
る・楽しい授業」を構築し
ている。

学校の特色を生かし、子
どもの実態や教科のねら
いに応じた多様な授業を
構築している。

地域や学校の実態を的
確に捉え、柔軟な授業を
実践するとともに、同僚
に適切な対応をしてい
る。

指導技術

板書や発問等の基本的
な指導技術を理解し、実
践しようとしている。

効果的な板書や発問、
ICTの活用等の指導技術
を、多くの実践を通して
学び、身に付けている。

ねらいに応じた教材の開
発や指導方法の効果的
な活用の工夫をするな
ど、確かな指導技術を身
に付けている。

豊富な経験から身に付け
た確かな指導技術等を生
かし授業実践をするとと
もに、同僚に適切な対応
をしている。

授業評価・改善

授業改善の意義や授業
を見直す手だてを理解
し、実践しようとしてい
る。

自分の実践を適切に見
直し、その成果と課題を
明確にした上で、次の実
践に活かしている。

授業改善の意識を常にも
ち続け、より効果的な手
だてを考え、次の実践に
活かしている。

子どもの育ちの状況から
授業を見つめ直し、自ら
の授業改善を図るととも
に、同僚に適切な対応を
している。

子ども理解

子ども理解の大切さを認
識し、子どもと積極的に
向き合おうとしている。

基礎的な知識を身に付
け、子ども一人一人の状
況や背景を理解し、適切
に向き合っている。

子どもを取り巻く状況
を、広い視野から捉え、
深く理解し、寄り添った
対応をしている。

専門性を生かし、効果的
な手だてを講じて、迅速
で組織的な対応をしてい
る。

人間関係づくり

子ども一人一人の話に
しっかり耳を傾けるとと
もに、進んで関わろうと
している。

情熱をもって学級経営を
行うとともに、子どもの
声に耳を傾けながら、き
め細かく対応している。

よさや持ち味を生かしな
がら、ビジョンをもって
学年・学級等の運営に当
たり、どの子にも適切に
対応している。

学校全体に肯定的受容
的な関係づくりを広げ、
チームとしての機能を高
め、適切に対応している。

組織的な対応

生徒指導の組織的対応
の重要性を理解し、実践
しようとしている。

家庭との連携を日常的に
進め、校内組織を活用
し、教職員間で子どもの
情報を共有するなど、状
況に応じて適切に指導し
ている。

家庭や地域をはじめ、関
係機関と連携しながら、
校内組織を活用し、状況
に応じて適切に課題解決
している。

家庭や地域、様々な関係
機関と連携して組織体制
を整え、迅速かつ適切に
課題解決している。

特別支援教育に関す
る専門性

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性に
ついて理解を深めようと
している。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性つ
いて、基礎的知識や基本
的指導力を身に付けてい
る。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性に
ついて深く理解し、実践
的指導力を身に付けてい
る。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性に
基づき、組織的な対応の
中心的役割を務めてい
る。

ＩＣＴ活用指導力

情報モラル・情報セキュ
リティを正しく理解し、教
材準備や学級事務等に、
ＩＣＴを適切に活用しよう
としている。

授業等におけるＩＣＴの効
果的な活用場面を計画し
実践するとともに、子ど
もに情報モラル・情報セ
キュリティを踏まえた活
用を適切に指導してい
る。

授業等におけるＩＣＴの効
果的な活用方法の開発
や、子どもの情報モラル・
情報セキュリティを含め、
情報活用能力の育成を
系統的に進めている。

学校教育全体におけるＩ
ＣＴの効果的な活用や情
報活用能力の育成計画
の立案等を中核となって
推進するとともに、同僚
に適切な対応をしてい
る。

学校づくりへの参画

学級担任・校務等につい
て理解し、実践しようと
している。

学校教育目標等を踏ま
え、学級経営や教科経営
の方針を立て実践してい
る。

学年経営等の組織運営
に進んで参画し、学校教
育目標の実現に向けて工
夫改善を行っている。

学校づくりに牽引役とし
て参画し、学校全体の教
育活動の活性化や充実
を図っている。

危機管理

危機管理の重要性を理
解し、危機を察知して迅
速な行動をとろうとして
いる。

安全・安心に配慮した環
境について理解し整備す
るとともに、事故等の発
生時には、速やかに報告
等を行い対応している。

危機を予測し、未然防止
に向けてリーダーシップ
を発揮するとともに、
チームとして早期発見、
早期対応を組織的に行っ
ている。

学校安全に関わる未然
防止、再発防止を組織的
に推進するとともに、緊
急時にはチームの中核と
して対応している。

関係機関等との連携

家庭や地域、関係機関と
の連携の大切さを理解
し、教育活動に活かそう
としている。

関係機関の役割を理解
し、家庭や地域、関係機
関と連携・協働して日常
の実践を進めている。

家庭や地域、関係機関と
関わりを深め、適切に連
携・協働して対応してい
る。

家庭や地域、関係機関と
の円滑なネットワークを
形成し、連携・協働して対
応している。

教育課題への協働的
な対応

教育課題に関心をもち、
協働的に行動することの
重要性について理解を深
めようとしている。

教育課題を把握するとと
もに、同僚と協働して課
題解決に当たるよさを理
解し、ともに支え合い実
践している。

教育課題の解決に向け、
連携の在り方や有効な手
だてなどを考え、同僚と
協働し、ともに支え合い、
効率的かつ適切に対応し
ている。

教育課題の解決に向け、
リーダーシップを発揮す
るとともに、全校的な視
野に立ち、一人一人の役
割を生かしながら、見通
しをもって適切に対応し
ている。
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札幌市が求める教員
人生スタート時の姿

教
育
の
専
門
家
と
し
て

、
実
践
的
指
導
力
や

専
門
性
の
向
上
に
主
体
的
に
取
り
組
む
教
員

札幌市教員育成指標【教員編】

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。

学
習
指
導

生
徒
指
導

教
育
課
題
へ
の
対
応

●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者との信頼
関係を構築している。

カ
テ
ゴ
リ
ー

　　　　　　　　ステージ

　　観点



（令和２年２月19日策定） 　 

（令和３年３月１日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３
【養成段階】 【基礎形成期】 【向上・充実期】 【深化・牽引期】

札幌市が求める教員
人生スタート時の姿

学級経営、教科指導、生徒指
導等に関する基礎的・基本的
な指導力を身に付け、教職と
しての基礎を固める。
【学級・担当教科等】

専門性を高め、学級経営、教
科指導、生徒指導等に関する
実践的指導力の向上を図り、
リーダーとしての資質を磨
く。
【学年・校務分掌等】

豊富な経験を生かして、全校
的な視野に立ち、学校づくり
の中心的な役割を果たし組
織的な運営力を高める。
【学校全体】

使命感・責任感・倫理観

情熱・教育的愛情

人間性・
コミュニケーション

学び続けようとする意欲

授業構築

子どもの実態や障がいに
対する理解に基づいて個
別の指導計画を作成・活
用し、目標を明確にした
授業づくりをしようとし
ている。

特別支援教育の知識や理
解に基づいて作成した個
別の指導計画を活用し、
子どもの興味関心を生か
しながら、ねらいを明確
にした「分かる・できる・
楽しい授業」を構築して
いる。

学校の特色を生かすな
ど、多様な授業を構築す
るとともに、特別支援教
育についての専門性を発
揮し、個別の指導計画の
評価を教育課程の改善に
つなげている。

個別の指導計画の
PDCAサイクルを教育課
程や授業の改善につな
げ、地域や学校の実態を
的確に捉えた柔軟な授業
を実践するとともに、同
僚に適切な対応をしてい
る。

指導技術

教材提示の工夫や発問等
の基本的な指導技術を理
解し、実践しようとしてい
る。

効果的な教材提示や発
問、ＩＣＴの活用等の指導
技術を、多くの実践を通
して学び、身に付けてい
る。

個々の子どもの特性に応
じた教材の開発や指導方
法の効果的な活用の工夫
をするなど、確かな指導
技術を身に付けている。

豊富な経験から身に付け
た確かな指導技術等を生
かし授業実践をするとと
もに、同僚に適切な対応
をしている。

授業評価・改善

授業改善の意義や授業を
見直す手だてを理解し、
実践しようとしている。

自分の実践を適切に見直
し、その成果と課題を明
確にした上で、次の実践
に活かしている。

授業改善の意識を常にも
ち続け、より効果的な手
だてを考え、次の実践に
活かしている。

子どもの育ちの状況から
授業を見つめ直し、自ら
の授業改善を図るととも
に、同僚に適切な対応を
している。

教育課程の編成

特別支援学校等における
教育課程を編成し、自立
活動の指導を実践しよう
としている。

特別支援学校等における
教育課程を編成し、自立
活動の指導に当たって
は、「各項目の内容」や
「各教科等の指導」と関連
付けながら進めている。

特別支援学校等における
教育課程の編成・改善を
図るとともに、自立活動
の指導について、基礎形
成期の教員に助言してい
る。

各教科等及び自立活動に
係る教育課程編成上の課
題について十分に理解
し、特別支援教育におけ
る教育課程の編成・改善
を図るための中心的役割
を担っている。

子ども理解

障がいの状態や発達の段
階等について理解するこ
との大切さを認識し、子
どもと積極的に向き合お
うとしている。

障がいの状態や発達の段
階等に基づいて、子ども
の行動等を理解するとと
もに、子ども一人一人と
適切に向き合っている。

障がいの状態や発達の段
階等に基づいて、子ども
を多面的に理解するとと
もに、子どもを取り巻く
状況を広い視野から捉
え、寄り添った対応をし
ている。

障がいの状態や発達の段
階等に基づいて、子ども
を多面的に理解するとと
もに、効果的な手だてを
講じて、迅速で組織的な
対応をしている。

人間関係づくり

子ども一人一人の話に
しっかり耳を傾けるとと
もに、進んで関わろうと
している。

情熱をもって学級経営を
行うとともに、子どもの
声に耳を傾けながら、き
め細かく対応している。

よさや持ち味を生かしな
がら、ビジョンをもって学
年・学級等の運営に当た
り、どの子にも適切に対
応している。

学校全体に肯定的受容的
な関係づくりを広げ、
チームとしての機能を高
め、適切に対応している。

組織的な対応

生徒指導の組織的対応の
重要性を理解し、実践し
ようとしている。

家庭との連携を日常的に
進め、校内組織を活用し、
教職員間で子どもの情報
を共有するなど、状況に
応じて適切に指導してい
る。

家庭や地域をはじめ、関
係機関と連携しながら、
校内組織を活用し、状況
に応じて適切に課題解決
している。

家庭や地域、様々な関係
機関と連携して組織体制
を整え、迅速かつ適切に
課題解決している。

情報モラル・情報セキュリ
ティを正しく理解し、教材
準備や学級事務等に、ＩＣ
Ｔを適切に活用しようと
している。

授業等におけるＩＣＴの効
果的な活用場面を計画し
実践するとともに、子ど
もに情報モラル・情報セ
キュリティを踏まえた活
用を適切に指導してい
る。

授業等におけるＩＣＴの効
果的な活用方法の開発
や、子どもの情報モラル・
情報セキュリティを含め、
情報活用能力の育成を系
統的に進めている。

学校教育全体におけるＩ
ＣＴの効果的な活用や情
報活用能力の育成計画の
立案等を中核となって推
進するとともに、同僚に
適切な対応をしている。

学校づくりへの参画

学級担任・校務等につい
て理解し、実践しようとし
ている。

学校教育目標等を踏ま
え、学級経営や教科経営
の方針を立て実践してい
る。

学年経営等の組織運営に
進んで参画し、学校教育
目標の実現に向けて工夫
改善を行っている。

学校づくりに牽引役とし
て参画し、学校全体の教
育活動の活性化や充実を
図っている。

危機管理

危機管理の重要性を理解
し、危機を察知して迅速
な行動をとろうとしてい
る。

安全・安心に配慮した環
境について理解し整備す
るとともに、事故等の発
生時には、速やかに報告
等を行い対応している。

危機を予測し、未然防止
に向けてリーダーシップ
を発揮するとともに、
チームとして早期発見、
早期対応を組織的に行っ
ている。

学校安全に関わる未然防
止、再発防止を組織的に
推進するとともに、緊急
時にはチームの中核とし
て対応している。

関係機関等との連携

家庭や地域、関係機関と
の連携の大切さを理解
し、個別の教育支援計画
を作成して、教育活動に
活かそうとしている。

関係機関等の役割を理解
するとともに、個別の教
育支援計画を作成・活用
しながら、家庭や関係機
関等と連携・協働して対
応している。

個別の教育支援計画を活
用しながら、子どもの状
況や支援に係る情報を踏
まえて、家庭や関係機関
等と適切に連携・協働し
て対応している。

個別の教育支援計画を活
用しながら、学校組織と
して、家庭や関係機関等
との円滑なネットワーク
を形成し、計画的に連携・
協働して対応している。

教育課題への協働的
な対応

特別支援教育の動向や教
育課題に関心をもち、協
働的に行動することの重
要性について理解を深め
ようとしている。

特別支援教育の動向を把
握して校内に情報を発信
するなど、共有するとと
もに、協働的に子どもの
実態把握や支援策を検討
し実践している。

特別支援教育推進に係る
課題を把握するととも
に、ケースに応じて的確
に助言するなど、解決に
向けて専門性を発揮し、
同僚と協働して効率的か
つ適切に対応している。

特別支援教育推進に係る
課題の解決に向けて、
リーダーシップを発揮す
るとともに、全校的な視
野に立って助言するな
ど、見通しをもって適切
に対応している。
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札幌市教員育成指標【特別支援学校・学級、通級指導教室担当教員編】
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●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者との信頼関
係を構築している。

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。

カ

テ

ゴ

リ
ー

　　　　　　　ステージ

　　観点



（平成30年１月17日策定）

（令和５年３月１日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３

【管理職候補の人材育成期】 【管理職の資質能力向上期Ⅰ】 【管理職の資質能力向上期Ⅱ】

これまでの経験を生かし、広い視野
に立ち、教務や研修等の運営の中心
的な役割を果たすとともに、管理職
に求められる資質・能力の向上を図
る。

園・学校経営について必要な法規及
び管理職としての職責について理解
するとともに、管理職に必要な資
質・能力の向上を図る。

明確なビジョンをもち、リーダーシッ
プを発揮し、教職員一人一人の力量
を高めながら、家庭や地域から信頼
される園・学校経営を行う。

○管理職を目指す教員 ○教頭 ○園長・校長・副校長

使命感・責任感・倫理観

情熱・教育的愛情

人間性・
コミュニケーション

学び続けようとする意欲

教育への信念や理念

園・学校づくりに主体的に参画
しながら、確かな信念や理念を
形成している。

確かな信念や理念に基づき、園・
学校づくりを行っている。

時代の要請に応じた園・学校づ
くりに向けた信念や理念をもっ
て、園・学校経営を行っている。

管理職としての
使命感・責任感

管理職に求められる使命を理解
するとともに、園・学校の実情を
踏まえ、園長、校長のビジョンを
受け実践している。

管理職としての使命や責任を自
覚し、組織を機能させながら、
園・学校づくりのビジョンの実現
を図っている。

豊かな経験を生かし強い使命感
をもって、園・学校づくりのビ
ジョンを描き、円滑に推進する
などして、職務を遂行している。

園・学校運営に関する
法令等の理解

管理職に求められる法令等につ
いて、確実に理解している。

法令等に基づいた教育活動や、
施設管理・人事管理等を適切に
行っている。

法令等の知識及びその趣旨を的
確に捉え、日常実践と関連付け、
教職員へ適切に指導・助言して
いる。

学び続ける姿勢

実践的指導力を高めるととも
に、同僚や地域等と協働、連携し
て、課題に対応できるよう、学び
続けている。

管理職として職員の同僚性を高
め、地域等と連携して、課題に適
切に対応できるよう、学び続け
ている。

管理職としてビジョンの具現化
や組織マネジメント、教職員の資
質向上などを図り、信頼される
園・学校づくりが進むよう、学び
続けている。

リーダーシップ

学校教育目標の具現化に向け、
創造性を発揮して企画やアイ
ディアを発信し、協働性を高め、
園・学校づくりに取り組んでい
る。

園・学校づくりのビジョン実現の
ために具体的方策を考えるとと
もに、組織を効果的にマネジメ
ントしながら、園・学校づくりに
取り組んでいる。

時代のニーズや動向を見据えた
園・学校づくりのビジョンを創造
するとともに、教職員のよさを
生かしながら園・学校づくりに
取り組んでいる。

チームを生かした園・学
校づくり

広い視野に立ち、チームとして
の学校運営の中心的役割を果た
している。

教職員一人一人の力が発揮され
るよう、チームとしての体制の構
築や充実に取り組んでいる。

教職員一人一人の経験や専門性
などを生かし、チームとしての組
織力を最大限に発揮できる園・
学校運営をしている。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育体制の構築

子ども一人一人の教育的ニーズ
に応じた特別支援教育に関する
専門性に基づき、園長、校長の
園・学校づくりのビジョンを受
け、実践の中心的役割を果たし
ている。

子ども一人一人の教育的ニーズ
に応じた特別支援教育に関する
専門性に基づき、校内支援体制
の充実に努めるなど、園長・校長
の園・学校づくりのビジョンの実
現を図っている。

園・学校づくりのビジョン実現に
向けた特別支援教育を組織的か
つ計画的に推進し、全ての教職
員が必要な助言や支援を受けら
れる体制を構築している。

教育の情報化への対応

ＩＣＴの活用や情報活用能力の育
成計画の立案等を中核となって
推進するとともに、教育の情報
化に関する最新の動向等を把握
し、情報管理等の啓発に取り組
んでいる。

ＩＣＴ環境の整備を進め、ＩＣＴ活
用を教育課程に位置付けるとと
もに、情報モラル・情報セキュリ
ティに関する課題の把握に努
め、ＳＮＳ等の有益性及び危険性
を理解し、的確な対策を行って
いる。

教職員の経験に応じて、ＩＣＴ活
用指導力の向上につながる適切
な指導・助言を行うとともに、保
護者等への積極的な情報発信を
行うなど、教育の情報化を計画
的・組織的に推進している。

危機管理

園・学校における事故等の未然
防止、再発防止を組織的に推進
するとともに、緊急時にはチー
ムの中核として対応している。

園・学校における事故等の未然
防止、再発防止を組織的に推進
するとともに、緊急時には迅速
かつ的確に判断し、チーム体制
を整え対応している。

リーダーシップを発揮し、園・学
校における事故等の未然防止、
再発防止を組織的に推進すると
ともに、緊急時には迅速かつ的
確に判断し、チームを効果的に
機能させている。

教職員の人材育成・労務
管理

これまでに身に付けた知識・技
能等を同僚に積極的に伝えた
り、悩み等に気付いて支援した
りするなど、人材育成に進んで
参画するとともに、適切に労務
管理をしている。

教職員一人一人の伸びや変容を
積極的に評価し、きめ細かく指
導・助言をするとともに、心身の
健康等の状況を的確に把握し、
適切に労務管理をするなど、互
いに支え合える環境づくりを進
めている。

教職員の意欲や能力が高まるよ
う、取組の過程や成果に対して
的確な評価を行い、キャリアス
テージに応じた人材育成を進め
るとともに、一人一人の声に耳
を傾けながら、適切に労務管理
を行っている。

家庭や地域、関係機関と
の連携・協働

家庭や地域、関係機関と円滑に
連携し、教育課程を編成するな
ど、状況に応じて、管理職ととも
に協働体制を組織し対応してい
る。

家庭や地域、関係機関と園・学
校教育目標やビジョンを共有し
て円滑に連携し、日常的に信頼
関係を築き、園・学校の教育活
動の充実を図っている。

家庭や地域、関係機関と園・学
校教育目標やビジョンを共有
し、協働体制を整え、日常的に信
頼関係を深め園・学校づくりを
推進している。

園・学校事務・財務

園・学校及び対外的な事務や財
務の管理に関わる基礎知識をも
ち、迅速かつ正確に業務を行っ
ている。

教職員の事務に対する点検や
園・学校及び対外的な事務や財
務、園・学校施設に関わる業務
を調整し、迅速かつ正確に遂行
している。

園・学校経営のビジョン実現に
向け、園・学校及び対外的な事
務や財務、園・学校施設に関わ
る管理を適切に行うとともに、
効果的に運用している。
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＊１…職場における心理的安全性を確保し、教職員の多様な専門性や強みを高めること
＊２…様々なデータや学校が置かれた内外環境に関する情報について収集・整理・分析・共有すること
＊３…学校内外の関係者の相互作用により学校の教育力を最大化していくこと

札幌市教員育成指標【管理職編】
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　　　　　　ステージ
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え
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管
理
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教
職
の
素
養

●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者と
の信頼関係を構築している。

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。



（平成31年2月19日策定）

※「研修計画」については【教員編】に含まれます。 （令和４年３月1日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３

【基礎形成期】 【向上・充実期】 【深化・牽引期】

幼児理解、保育実践、学級経
営等に関する基礎的・基本的
な指導力を身に付け、教職と
しての基礎を固める。

専門性を高め、幼児理解、保
育実践、学級経営等に関す
る実践的指導力の向上を図
り、リーダーとしての資質を
磨く。

豊富な経験を生かして、全園
的な視野に立ち、園づくりの
中心的な役割を果たし組織
的な運営力を高める。

【学級担任等】 【学年運営・園務分掌等】 【園全体】

使命感・責任感・倫理観

情熱・教育的愛情

人間性・コミュニケーション

学び続けようとする意欲

保育の構想

幼稚園教育要領等を理解
し、各領域を踏まえたね
らいや内容を明確にした
保育を構想しようとして
いる。

幼児の興味や関心を生か
しながら、各領域を踏ま
えたねらいや内容を明確
に設定し、適切な環境を
構成するなどして保育を
構想している。

地域や園の特色を生か
し、幼児の育ちに応じた
各領域を踏まえたねらい
を立て、多様な保育を構
想している。

地域や園の実態を的確に
捉え、多様な保育を実践
するとともに、同僚に適
切な対応をしている。

保育技術

幼児期における遊びや活
動に関する基本的な保育
技術を理解し、実践しよ
うとしている。

効果的な環境の構成や指
導方法等の保育技術を、
多くの実践を通して学
び、身に付けている。

各領域のねらいや内容に
応じた計画的な環境の構
成や指導の工夫をするな
ど、確かな保育技術を身
に付けている。

豊富な経験から身に付け
た確かな保育技術等を生
かし保育実践をするとと
もに、同僚に適切な対応
をしている。

保育実践の評価・改善

保育実践を改善する意義
や見直す手だてを理解
し、実践しようとしてい
る。

自分の保育実践を適切に
見直し、その成果と課題
を明確にした上で、次の
実践に活かしている。

保育実践を改善する意識
を常にもち続け、より効
果的な手だてを考え、次
の実践に活かしている。

子どもの育ちの状況から
保育実践を見つめ直し、
自らの実践の改善を図る
とともに、同僚に適切な
対応をしている。

幼児理解

幼児理解の大切さを認識
し、積極的に向き合おう
としている。

基礎的な知識を身に付
け、幼児一人一人の発達
の特性や育ちの状況を理
解し、適切に向き合って
いる。

幼児の発達の特性や育ち
の状況を広い視野から捉
え、言動や表情から内面
を深く理解し、寄り添っ
た対応をしている。

専門性を生かし、その子
らしさを大切にするとと
もに、発達の課題に即し
た効果的な手だてを講じ
て、迅速で組織的な対応
をしている。

人間関係づくり

幼児一人一人の言動や表
情にしっかり目を向ける
とともに、進んで関わろ
うとしている。

情熱をもって学級経営を
行うとともに、幼児同士
の関わり合いに目を向け
ながら、温かい関係を築
き、きめ細かく対応して
いる。

幼児同士がよさや持ち味
を生かしながら関わり合
うなど、ビジョンをもって
学年・学級等の運営に当
たり、どの子にも適切に
対応している。

園全体に肯定的・受容的
な関係づくりを広げ、
チームとしての機能を高
め、適切に対応している。

組織的な対応

幼児指導の組織的対応の
重要性を理解し、実践し
ようとしている。

家庭との連携を日常的に
進め、園内組織を活用し、
教職員間で幼児の情報を
共有するなど、状況に応
じて適切に指導してい
る。

家庭や地域をはじめ、関
係機関と連携しながら、
園内組織を活用し、状況
に応じて適切に課題解決
している。

家庭や地域、様々な関係
機関と連携して組織体制
を整え、迅速かつ適切に
課題解決している。

特別支援教育に関す
る専門性

幼児一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性につ
いて理解を深めようとし
ている。

幼児一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性つい
て、基礎的知識や基本的
指導力を身に付けてい
る。

幼児一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性につ
いて深く理解し、実践的
指導力を身に付けてい
る。

幼児一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性に基
づき、組織的な対応の中
心的役割を務めている。

ＩＣＴ活用指導力

情報モラル・情報セキュリ
ティを正しく理解し、ＩＣＴ
を適切に活用しようとし
ている。

保育における、幼児の体
験との関連を考慮したＩＣ
Ｔの効果的な活用場面を
計画し、実践することが
できる。

保育における、幼児の体
験との関連を考慮したＩＣ
Ｔの効果的な活用方法を
開発し、実践することが
できる。

情報モラル等に関する情
報収集を行い、ＳＮＳ等の
有益性や危険性を自覚す
るとともに、ＩＣＴの効果
的な活用方法や情報発信
等、同僚に適切な対応を
している。

園づくりへの参画

学級担任・園務等につい
て理解し、実践しようとし
ている。

教育目標等を踏まえ、学
級経営の方針を立て実践
している。

学年経営等の組織運営に
進んで参画し、教育目標
の実現に向けて工夫改善
を行っている。

園づくりに牽引役として
参画し、園全体の教育活
動の活性化や充実を図っ
ている。

危機管理

危機管理の重要性を理解
し、危機を察知して迅速
な行動をとろうとしてい
る。

安全・安心に配慮した環
境について理解し整備す
るとともに、事故等の発
生時には、速やかに報告
等を行い対応している。

危機を予測し、未然防止
に向けてリーダーシップ
を発揮するとともに、
チームとして早期発見、
早期対応を組織的に行っ
ている。

学校安全に関わる未然防
止、再発防止を組織的に
推進するとともに、緊急
時にはチームの中核とし
て対応している。

関係機関等との連携

家庭や地域、関係機関や
小学校との連携の大切さ
を理解し、教育活動に活
かそうとしている。

それぞれの役割を理解
し、家庭や地域、関係機
関や小学校と連携・協働
して日常の実践を進めて
いる。

家庭や地域、関係機関や
小学校と関わりを深め、
適切に連携・協働して対
応している。

家庭や地域、関係機関や
小学校との円滑なネット
ワークを形成し、連携・協
働して対応している。

教育課題への協働的
な対応

教育課題に関心をもち、
協働的に行動することの
重要性について理解を深
めようとしている。

教育課題を把握するとと
もに、同僚と協働して課
題解決に当たるよさを理
解し、ともに支え合い実
践している。

教育課題の解決に向け、
連携の在り方や有効な手
だてなどを考え、同僚と
協働し、ともに支え合い、
効率的かつ適切に対応し
ている。

教育課題の解決に向け、
リーダーシップを発揮す
るとともに、全園的な視
野に立ち、一人一人の役
割を生かしながら、見通
しをもって適切に対応し
ている。
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●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者との信頼関
係を構築している。

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。
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【養成段階】

札幌市が求める教員
人生スタート時の姿
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　　観点

札幌市教員育成指標【幼稚園教諭・保育教諭編】

求
め
る
教
員
像



（平成31年２月19日策定）

（令和４年３月１日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３

【基礎形成期】 【向上・充実期】 【深化・牽引期】
養護教諭として必要な基礎
的知識や技能を学び、実践を
積み重ね、基礎を固める。

養護教諭としての専門性を
高め、チームとしての取組を
推進するとともに、学校保健
活動のリーダーとしての資質
を磨く。

豊富な経験を生かして、全校
的な視野に立ち、学校づくり
の中心的な役割を果たし組
織的な運営力を高める。

【保健室中心】 【校務分掌等】 【学校全体】

学習指導要領を理解し、
養護教諭の専門性を生
かした保健教育を実践し
ようとしている。

学級担任等と連携し、子
どもの課題解決に向け
て、養護教諭の専門性を
生かした保健教育を実
施している。

学習指導要領や子ども
の健康課題に基づき、養
護教諭の専門性を生か
した保健教育を実践、評
価、改善し、効果的・計画
的に推進している。

保健教育の全体計画の
立案に積極的に参画し、
実践、評価、改善を通し
て、カリキュラムマネジメ
ントの充実を図ってい
る。

学校保健安全法を理解
し、子どもの実態把握の
必要性を認識し、実践し
ようとしている。

医学の進歩やＩＣTの導
入等の変化に柔軟に対
応するとともに、子ども
の実態や発達段階を踏
まえて、自校の健康課題
を把握し、適切に対応し
ている。

把握した健康課題の解
決に向け課題提起を行
い、保健情報を効果的に
活用し、校内での連携と
併せて積極的に専門家
の協力を求めるなど組
織的に対応をしている。

事件事故や災害に備え
た救急体制や心のケアの
支援体制を整える等、学
校運営に参画したり、校
内外の様々な関係者、関
係機関との連携を構築し
たりしている。

子ども理解

健康相談・保健指導の重
要性を認識し、子どもと
積極的に向き合おうとし
ている。

健康相談の基本的なプ
ロセスを理解し、現代的
な健康課題との関連を
踏まえながら、子ども一
人一人の状況や背景を
理解し、適切に向き合っ
ている。

子どもの心身の健康課
題や諸問題とその背景
を、広い視野から捉え、
深く理解し、寄り添った
対応をしている。

養護教諭としての専門性
を生かしながら、子ども
の問題に対して効果的な
手だてを講じ、迅速で組
織的な対応をしている。

子どもへの
指導

健康相談・保健指導の重
要性を理解するととも
に、個や集団を指導する
手だてを理解している。

子どもとの良好な信頼
関係を築き、個々や場面
に応じた保健指導や生
徒指導をしている。

子どもの心身の健康課
題や諸問題を総合的か
つ的確に捉え、組織的で
継続的な保健指導や生
徒指導をしている。

子どもの問題について、
的確なアセスメントを行
い、適切な保健指導や生
徒指導を組織的かつ計
画的に推進している。

組織的な対
応

健康相談・保健指導と生
徒指導の関連性につい
て考え、組織的な対応の
重要性を理解し、実践し
ようとしている。

家庭や教職員をはじめ、
学校医、SC、SSW等を
含めた校内組織で情報
を共有し、健康相談と生
徒指導を関連させなが
ら適切に指導している。

校内組織による支援体
制の充実に努めるととも
に、関係機関と連携しな
がら、適切に課題解決し
ている。

家庭や校内外の様々な
関係者、関係機関と連携
して組織体制を整え、迅
速かつ適切に課題解決
している。

特別支援教
育に関する
専門性

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性
を身に付けようとしてい
る。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性
ついて、基礎的知識や基
本的指導力を身に付け
ている。

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性
について深く理解し、実
践的指導力を身に付け
ている

子ども一人一人の教育
的ニーズに応じた特別支
援教育に関する専門性
に基づき、組織的な対応
の中心的役割を務めて
いる。

ＩＣＴ活用指
導力

情報モラル・情報セキュ
リティを正しく理解し、保
健管理等にＩＣＴ機器を
適切に活用しようとして
いる。関わる子どもの健
康問題に取り組もうとし
ている。

ＩＣＴ機器を効果的に活
用して健康情報のデータ
を管理・分析し、結果を
保健教育・保健管理に活
用している。校内でそれ
らの共通理解を図り、関
わる子どもの健康問題
に適切に対応している。

保健教育の実践や、校内
研修での資料の作成や
提示において、ＩＣＴ機器
を効果的に活用し、学校
における健康課題の解
決を図っている。

ＩＣＴを効果的に活用した
校内外の研修会の開催
等を通し、関係機関との
連携を強化し、保健教
育・保健管理の充実を
図っている。

保健室経営における養
護教諭の役割と職務内
容、学校組織・運営や校
務分掌の内容について
理解している。

学校教育目標を理解し、
その具現化を図るため
に、保健室経営の方針等
を立て、一貫性のある指
導・運営を行っている。

校内組織の充実に積極
的に関わり、保健室経営
を通して学校教育目標
の実現に向けて、工夫や
改善を行っている。

保健室経営や学校保健
活動と関連付けて学校
づくりに参画し、教育活
動の活性化を図ってい
る。

危機管理の重要性を理
解するとともに、事故発
生時には危機を察知して
判断と対応を行おうとし
ている。

安全・安心に配慮した環
境について理解し整備す
るとともに、事故等の発
生時には、適切な判断の
もと、速やかに対応・報
告等を行っている。

危機を予測し、未然防止
に向けてリーダーシップ
を発揮するとともに、
チームとして早期発見、
早期対応を組織的に
行っている。

学校安全に関わる未然
防止、再発防止を組織的
に推進するとともに、緊
急時にはチームの中核と
して対応している。

教育課題に関心をもち、
協働的に行動することの
重要性について理解を
深めようとしている。

教育課題を把握するとと
もに、同僚や、地域の養
護教諭と積極的に協働し
て課題解決に当たるよ
さを理解し、ともに支え
合い実践している。

教育課題の解決に向け、
連携の在り方や有効な
手だてなどを考え、同僚
や、地域の養護教諭と協
働し、共に支え合い、効
率的かつ適切に対応して
いる。

教育課題の解決に向け、
リーダーシップを発揮す
るとともに、全校的な視
野に立ち、見通しをもっ
て適切に対応している。

10

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。

求

め

る

教

員

像

【養成段階】

●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

情熱・教育的愛情 ●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

人間性・
コミュニケーション

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者との信頼
関係を構築している。

カ

テ

ゴ

リ
ー

　　　　　　　ステージ

　　観点
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い
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教
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教

職

の

素

養

使命感・責任感・倫理観

学び続けようとする意欲

札幌市教員育成指標【養護教諭編】

危機管理

教育課題への協働的な
対応

札幌市が求める教員人生ス
タート時の姿

学校・家庭・地域等の協
力体制の重要性を理解
し、保健管理・保健教育
に活かそうとしている。

保健組織活動の企画運
営に参画し、家庭や関係
機関等と連携して日常の
実践を進めている。

家庭や関係機関等との
連携はもとより、豊富に
ある人材や専門機関を
適切に選択し、連携・協
働するとともに、保健組
織が主体的に活動でき
るよう、内容の工夫・改
善を図っている。

家庭や校内外の様々な
関係者、関係機関等及び
近隣の学校との円滑な
ネットワーク形成の中心
となり、地域レベルで子
どもの健康づくりを推進
している。
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（平成31年２月19日策定） 　 

（令和４年３月１日一部改定）

ステージ１ ステージ２ ステージ３
【養成段階】 【基礎形成期】 【向上・充実期】 【深化・牽引期】

札幌市が求める教員
人生スタート時の姿

栄養教諭として必要な基礎
的知識や技能を学び、実践
を積み重ね、基礎を固める
とともに、同僚や先輩から
の助言等を得ながら、協力
して職務を遂行する。

栄養教諭としての専門性を
高め、食に関する指導と学
校給食の管理の一体的な展
開ができるよう、活動の
リーダーとしての資質を磨
く。

豊富な経験を生かして、全
校的な視野に立ち、学校づ
くりの中心的な役割を果た
し組織的な運営力を高め
る。

使命感・責任感・倫理観

情熱・教育的愛情

人間性・
コミュニケーション

学び続けようとする意欲

全体計画の立案と推
進

食に関する課題を踏まえ
た全体計画作成の重要性
や作成に当たっての栄養
教諭の役割について理解
しようとしている。

学校教育目標や実態を基
に、全体計画を提案し、担
任等との連携・調整を図
りながら食に関する指導
を推進して、適切に評価
するとともに子学校にお
いても専門性を活かし助
言等を行っている。

学校教育活動全体におい
て、系統性や活動間の関
連を図った全体計画を中
心となって提案し、体系
的、継続的な食に関する
指導を推進し、適切に評
価している。

地域の特色を生かしなが
ら系統性や関連を図った
全体計画を提案し、他の
計画と整合性をとるな
ど、包括的に捉えた食に
関する指導を推進し、適
切に評価している。

給食時間・教科・特別
活動等における指導

教科等の特色やねらいを
知り、専門的な立場から
食に関する指導に参画し
ようとしている。

教科等の特色やねらいを
理解し、専門的な立場か
ら食に関する指導を行っ
ている。

担任等と連携して授業に
関わり、教科等のねらい
を達成するための指導内
容、評価の計画を立て、実
践している。

専門性を発揮し、授業改
善を図るとともに、学習
状況を適切に評価し、効
果的な指導方法で実践し
ている。

個別的な相談指導
〔アレルギー・肥満等〕

児童生徒の個別的な課題
（食物アレルギー、偏食、
肥満、痩身等）について理
解している。

相談指導の手法を身に付
け、専門知識に基づいた
対応をしている。

専門職として身に付けた
技術を生かし、相談・指導
を実施している。

専門職として身に付けた
技術を生かし、相談・指導
を実施するとともに、的
確に助言ができる。

子ども理解

子ども理解の大切さを認
識し、子どもと積極的に
向き合おうとしている。

基礎的な知識を身に付
け、子ども一人一人の状
況、背景、特性を理解し、
適切に向き合っている。

専門性を生かし子どもを
取り巻く状況を、広い視
野から捉え、寄り添った対
応をしている。

専門性を生かし、効果的
な手だてを講じて、迅速
で組織的な対応をしてい
る。

子どもへの指導

個や集団を指導する手だ
てを理解している。

子どもとの良好な信頼関
係を築き、保護者等の関
係者や担任等と連携しな
がら、個や場面に応じた
指導を行っている。

子どもの状況を的確に捉
え、担任や校内組織と連
携し、組織的継続的な指
導をしている。

関係機関や担任等と連携
して環境を整え、組織的
かつ適切な指導をしてい
る。

給食経営

学校給食法、労働安全衛
生法等関連法令の重要事
項を理解している。

関連法規や調理委託内容
を理解し、給食経営をす
るとともに、適切に助言
ができる。

栄養管理

栄養管理に関する業務の
基礎・基本を理解してい
る。

「学校給食摂取基準」に基
づき、献立を作成すると
ともに食物アレルギーに
配慮した対応ができる。

適切な栄養管理ととも
に、地場産物等を給食に
活用し、教科等の指導に
活かす献立を作成してい
る。

適切な栄養管理ととも
に、献立作成等に関し、適
切な助言を行うなどの役
割を果たしている。

衛生管理

衛生管理に関する業務の
基礎・基本を理解してい
る。

「学校給食衛生管理基準」
に基づき、衛生管理を中
核となり行うとともに、助
言を行うなど指導的立場
を果たしている。

特別支援教育に関す
る
専門性

子ども一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性を身
に付けようとしている。

子ども一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性つい
ての基礎的知識や基本的
指導力に基づき、食に関
する指導を行っている。

子ども一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性につ
いての理解に基づき、食
に関する実践的指導を
行っている。

子ども一人一人の教育的
ニーズに応じた特別支援
教育に関する専門性に基
づき、実践的指導力を生
かし、食に関する指導の
充実を図っている。

ＩＣＴ活用指導力

情報モラル・情報セキュリ
ティを正しく理解し、ＩＣＴ
を適切に活用しようとし
ている。

ＩＣＴを活用し、食に関する
指導をするとともに、献
立作成や発注などの学校
給食の管理業務を行って
いる。

専門性を生かし、ＩＣＴを
効果的に活用した食に関
する指導方法を他の教員
に提案している。

ＩＣＴを積極的に活用し、
食に関する指導を行うと
ともに効率的な学校給食
の管理業務や家庭等への
発信に生かしている。

学校づくりへの参画

栄養教諭の役割と職務内
容、学校組織・運営や校務
分掌の内容について理解
しようとしている。

学校教育目標を踏まえ、
食に関する指導や給食管
理に関する方針を立て実
践している。

校内組織の充実に積極的
に関わり、学校教育目標
の実現に向けて、工夫や
改善を行っている。

学校運営についてプラン
の構築に参画し、計画的・
協働的に職務を遂行する
ことができる。

危機管理〔異物混入・
食中毒・アレルギー
等〕

危機管理の重要性を理解
し、危機を察知して迅速な
行動をとろうとしている。

安全・安心に配慮した環
境について理解し整備す
るとともに、事故等の発
生時には、速やかに報告
等を行い対応している。

給食に起因する事故（給
食指導を除く）の未然防
止に向けてチームとして
早期発見、早期対応を組
織的に行っている。

給食に起因する事故未然
防止、再発防止を組織的
に推進するとともに、緊
急時にはチームの中核と
して対応している。

関係機関等との連携

家庭や地域、関係機関と
の連携の大切さを理解
し、教育活動に活かそうと
している。

関係機関の役割を理解
し、家庭や地域、関係機関
と連携・協働して日常の
実践を進めている。

家庭や地域、関係機関と
連携を深め、協働して適
切に対応している。

積極的に家庭や地域、関
係機関とネットワークを形
成し、連携・協働して対応
している。

教育課題への協働的
な対応

教育課題に関心をもち、
協働的に行動することの
重要性について理解を深
めようとしている。

教育課題を把握するとと
もに、担任等と協働して
課題解決に当たるよさを
理解し、ともに支え合い
実践している。

教育課題の解決に向け、
有効な手だてなどを考
え、担任等と協働し、共に
支え合い、効率的かつ適
切に対応している。

教育課題の解決に向け、
全校的な視野に立ち、見
通しをもって適切に対応
している。

11
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園
・
学
校
づ
く
り
を
担
う
一
員
と
し
て

、
地
域
等
と

も
連
携
・
協
働
し
な
が
ら

、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
員 マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

〔
組
織
参
加
・
組
織
運
営

〕

「学校給食衛生管理基準」に基づき、食中毒予防等に係
る適切な衛生管理を中核となり行っている。

教
育
課
題
へ
の
対
応

給
食
管
理

関連法規や調理委託内容を理解し、給食経営をしてい
る。

●常に自己研鑽に努め、向上心をもって主体的に学び続けている。

求
め
る
教
員
像

教
育
の
専
門
家
と
し
て

、
実
践
的
指
導
力
や

専
門
性
の
向
上
に
主
体
的
に
取
り
組
む
教
員

生
徒
指
導

食
に
関
す
る
指
導

教

育

者

と

し

て
、

強

い

使

命

感

・

倫

理

観

と

子

ど

も

へ

の

深

い

教

育

的

愛

情

を
、

常

に

も

ち

続

け

て

い

る

教

員

教
職
の
素
養

●教育者として、崇高な使命を深く自覚し、強い責任感や法令遵守の精神、高い倫理観をもっている。

●札幌を理解し、愛着をもつとともに、教職への誇りと情熱、子どもへの深い教育的愛情をもっている。

●豊かな人間性や広い視野、人権尊重の意識をもち、コミュニケーションを図りながら、同僚性を高め、他者との
信頼関係を構築している。

カ
テ
ゴ
リ
ー

　　　　　　ステージ

　　観点



授
業
構
築

指
導
技
術

授

業

評

価

・

改

善

子
ど
も
理
解

人

間

関

係

づ

く

り

組

織

的

な

対

応

特

別

支

援

教

育

に

関

す

る

専

門

性

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

指

導

力

学

校

づ

く

り

へ

の

参

画

危
機
管
理

関

係

機

関

等

と

の

連

携

教

育

課

題

へ

の

協

働

的

な

対

応

小・中学校、義務教育学校、中等教育学校
（前期）、特別支援学校(小・中)教職員

「札幌市学校教育の重点」等を踏まえた研究活動を通じて、
それぞれの資質の向上・研修に努め、それによって各学校
の教育の振興を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

初任段階における研修
（１年次研修）

市立学校の初任者全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

初任段階における研修
（２年次研修）

市立学校の教諭及び養護教諭、市立園の
養護教諭で在職期間が１年に達した教諭等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

幼稚園初任段階における研修
(含２年次)

幼稚園・認定こども園の新規採用教諭
新規採用教員に対して研修を実施し、実践的指導力と教育
者としての使命感を養うとともに幅広い知見を得させる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

認定こども園新規
採用教員研修

認定こども園の新規採用教諭
新規採用教員に対して一年間の研修を実施し、実践的指導
力と教育者としての使命感を養うとともに幅広い知見を得さ
せる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

教職経験者
研究協議会Ⅰ

（５年）

市立園・学校の教諭等で在職期間が５年に
達した教諭等、その他参加を希望する教員

教職経験の比較的浅い教員に対し、日常の教育実践に基
づいた教育指導上の課題について研修を行い、指導の充実
に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

保育実践研修 園で、経験１～10年目の教諭等、保育士
保育に関わる諸課題についての実践や事例を通して、日々
の実践にすぐに生かせる具体的な内容を学ぶ。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

幼児教育ミドルリーダー研修
（10年程度以降）

園で、経験10年程度以降の教諭等、保育士
園における中核としてリーダーとなるべく、自己啓発を行い、
広い見識と実践的指導力を養う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職経験者
研究協議会Ⅱ

(15年)

市立園・学校の教諭等で在職期間が15年
に達した教諭等、その他参加を希望する教
員

学校教育の課題及び実践上の諸問題等についての研究協
議を行い、校内における校務運営の中心的な役割を果たす
教員として全校的な視野に立って指導力を発揮できるよう、
学校経営に関わる資質の育成及び向上を図る。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ○ ○ ○ ○

高等学校、中等教育学校（後期）の校長、副
校長、教頭及び教諭

学習指導要領改訂の趣旨や内容の伝達及び教育課程実施
上の諸課題について研究協議を行い、指導の充実と適切な
カリキュラム・マネジメントに資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高等学校、中等教育学校（後期）の校長、副
校長、教頭及び教諭

「札幌市教育振興基本計画」等を踏まえた研究活動を通じ
て、それぞれの資質の向上・研修に努め、それによって各学
校の教育の振興を図る。

○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の新任のコーディネーター
コーディネーターの役割や特別な教育的支援を必要とする
子どもについての講義を行い、特別支援教育コーディネー
ターとしての資質の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等

教職員一人一人が、ゲートキーパーとしての基礎的な素養
を身に付け、生徒指導上の諸問題に対して、保護者や地
域、関係機関と連携しながら迅速かつ適切に対応すること
ができるよう、園内・校内体制の充実に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の管理職、主幹教諭、または生徒
指導の中核を担う教職員

生徒指導上の諸問題に関する講演・研究協議等を行い、子
どもの学びや成長を支える「人間尊重の教育」を基盤とした
生徒指導の充実を図るとともに、教職員の指導力の向上に
資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の道徳教育推進教師
教育活動全体を通じて行う道徳教育の重点や推進すべき方
向、道徳教育推進教師の職務に係る内容等について理解を
深め、道徳教育の充実を図る。

○ ○ ○ ○ ○

中学校、義務教育学校、高等学校、中等教
育学校、特別支援学校の部活動顧問教諭、
部活動指導員、特別外部指導者、外部指導
者等、体育文化振興会等の事務局担当教
諭等

学校部活動の指導に携わる各学校の部活動顧問教諭、部
活動指導員、特別外部指導者、外部指導者、体育文化振興
会等の事務局担当教諭が、学校教育の一環としての部活動
の指導の在り方等について理解を深め、指導者としての資
質や指導力の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○

市立学校の今年度新たに発令された司書
教諭及び受講を希望する司書教諭、本研修
未受講の司書教諭(学校図書館司書研修と
同時開催）

司書教諭に対し、学校図書館の運営・活用等に関する実践
的な研修等を実施することにより、実践的能力の向上と学
校図書館の一層の充実を図ることを目的とする。

○ ○ ○ ○

市立学校に現職採用された教諭等
学校教員として現職採用された教員に対し、札幌市の教育
の現状と教育推進の目標等について研修を行い、教育活動
の充実に資する。

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

市立園の教員
研究実践園における諸課題について研究協議し、対応でき
る力を身に付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
教科・領域等や教育課題に関する専門的な知識や技能の
習得により、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
動画視聴形式における教科・領域等や教育課題に関する専
門的な知識や技能の習得により、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の教諭（２年以上15年未満）
学校以外の施設等で体験を積み、これを通じて得たものの
見方や考え方を学校教育に還元するとともに、教員の資質
の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
授業等に悩み、課題を感じている教員に対し、個々のニー
ズに合わせたサポートを行い、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

園長及び教諭、保育教諭、保育士等
幼児教育に携わるものとして視野を広げ、幅広い見識を身
に付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教職員
アイヌ民族の歴史・文化等についての理解を深め、指導力
の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
指導が不適切であると認定した教員に対して、能力、適性
等に応じた指導を改善する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
学校経営力及び各学校や地域における研修のマネジメント
を推進する指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の教諭（２年以上15年未満）
学校教育に関する実践的な教育研究を行うことで、資質の
向上と指導力の涵養を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

本市採用の臨時的任用教員（時間講師を除
く）のうち希望する者

教職への自覚と使命感を養うとともに、学校教育における基
礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、実践的指導力の
向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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オンデマンドライブラリー

専

門

研

修

そ

の

他

の

研

修

教員長期
社会体験研修

指導相談
 「先生サポート」

幼児教育センター
講演会

民族教育研修会

指導改善研修

教職員派遣研修

教職大学院及び
大学院派遣研修

SAPPORO FUTURE PLAN

現職採用等教員
研修会

研究実践園
教員研修Ⅰ・Ⅱ

専門研修

生徒指導
研究協議会

道徳教育推進教師を対象とした研修

部活動指導者研修会

子ども理解に関わる
研修会

○ ○

司書教諭等研修

○

高等学校
教育研修会

○ ○ ○ ○ ○ ○○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

札幌市教育研究推進事業

基

本

研

修

教

職

経

験

に

応

じ

た

研

修

ス

テ
ー

ジ

１

教職への自覚と使命感を養うとともに、教科等の指導、生徒
指導、学級経営等、学校教育の基礎的・基本的な知識・技
能の定着及び実践的指導力の向上を図る。

ス

テ
ー

ジ

２

中堅教諭等
資質向上研修

市立園・学校の教諭等で在職期間が10年
に達した教諭等（８年及び９年に達した希望
教諭等を含む)

個々の能力、適性等に応じて、市立園・学校における教育
において中核的な役割を果たすことが期待される中堅教諭
等としての職務を遂行する上で必要とされる資質の向上を
図る。

ス

テ
ー

ジ

３

職

能

に

応

じ

た

研

修

札幌市
教育課程研究協議会

公立及び私立の幼稚園等・小中学
校等、特別支援学校、市立高等学
校、北海道教育大学附属小中学校
の管理職及び教職員並びに札幌市
教育委員会指導主事

・札幌市の教職員が、札幌市全体の課題や学習指導要領
等を踏まえた教育課程の編成、実施の重点について理解を
深めるとともに、教育課程の編成、実施に伴う諸課題につい
て研究協議等を行い、札幌市の学校教育の改善、充実を図
る。
・札幌市の教職員が、幼児教育段階から高等学校段階まで
を見通した教育課程の編成や指導の在り方等についての理
解を深め、目標や課題を共有することで、札幌市の学校教
育の改善、充実を図る。

高等学校
教科別研究協議会

特別支援教育
コーディネーター

養成研修会

令和６年度　札幌市教員研修計画 【教員編】

※研修計画【教員編】は【特別支援学校・学級、通級指導教室担当教員編】【幼稚園教諭・保育教諭編】を兼ねる。

名称 対象 ねらい・内容

教員育成指標との関連

学習指導 生徒指導 教育課題への対応 マネジメント
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一
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構
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情

報

化
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対

応

危

機

管

理

教

職
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の
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材

育

成

・
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務

管

理

家

庭

や

地

域
、

関

係

機

関

と

の

連

携

・

協

働

学

校

事

務

・

財

務

小・中学校、義務教育学校、中
等教育学校（前期）、特別支援学
校(小・中)教職員

「札幌市学校教育の重点」等を踏まえた研究活動を通じて、そ
れぞれの資質の向上・研修に努め、それによって各学校の教
育の振興を図る。

・ ・ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

ス
テ
ー

ジ
１

主幹教諭研修
新年度昇任の主幹教諭及び現
に主幹教諭である者

主幹教諭に対して、その職責を果たすために必要な学校経営
等に関する問題解決能力など、管理職に求められる資質や能
力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ○

学校管理説明会 市立学校の教頭及び事務長
市立幼稚園・学校と教育委員会が一つの目標に向かって教育
を推進するに当たり、その基本となる考え方や方針を示す。

○ ○ ○ ○ ○ ○

新任管理職研修
(教頭)

市立学校の新任教頭全員
新任の教頭として必要な職責と見識及び学校組織マネジメン
トの基本について学び、管理職としての資質・能力の向上を図
り、学校運営を円滑かつ適切に進められるようにする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校経営研修
(教頭)

市立学校の教頭全員
学校経営に関わる諸課題及び教養的事項について研修を深
め、管理職としての資質の向上を図る。

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ・

教育方針説明会
市立園・学校の園長・校長及び
副校長

市立幼稚園・学校と教育委員会が一つの目標に向かって教育
を推進するに当たり、その基本となる考え方や方針を示す。

○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○

新任管理職研修
(園長・校長・副校長・

事務長)

市立園、学校の新任園長・校
長、副校長・事務長全員

園・学校経営に関わる諸課題等の対応についての研修を通し
て、新任の園長・校長（副校長）・事務長として必要な職責と見
識及び学校組織マネジメントの基本について学び、管理職とし
ての資質・能力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校経営研修
(園長・校長・副校長・

事務長)

市立園・学校の園長・校長、副校
長・事務長全員

学校経営に関わる諸課題及び教養的事項について研修を深
め、管理職としての資質の向上を図る。

〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ・

高等学校、中等教育学校（後期）
の校長、副校長、教頭及び教諭

学習指導要領改訂の趣旨や内容の伝達及び教育課程実施
上の諸課題について研究協議を行い、指導の充実と適切なカ
リキュラム・マネジメントに資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高等学校、中等教育学校（後期）
の校長、副校長、教頭及び教諭

「札幌市教育振興基本計画」等を踏まえた研究活動を通じて、
それぞれの資質の向上・研修に努め、それによって各学校の
教育の振興を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の管理職、主幹教諭、
または生徒指導の中核を担う教
職員

生徒指導上の諸問題に関する講演・研究協議等を行い、子ど
もの学びや成長を支える「人間尊重の教育」を基盤とした生徒
指導の充実を図るとともに、教職員の指導力の向上に資す
る。

・ ○ ○ ・ ○ ○ ○ ○ ・ ○

市立園・学校の園長・校長、副校
長、教頭

園・学校における今日的な課題への対応等、信頼される学校
づくりに向けた研修を深め、管理職としての資質の向上を図
る。

○ ○ ・ ○ 〇 ○ ○

市立園・学校の教諭等
教科・領域等や教育課題に関する専門的な知識や技能の習
得により、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
動画視聴形式における教科・領域等や教育課題に関する専
門的な知識や技能の習得により、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

園長及び教諭、保育教諭、保育
士等

幼児教育に携わるものとして視野を広げ、幅広い見識を身に
付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教職員

アイヌ民族の歴史・文化等に関する指導事例について交流を
深めるとともに、学校教育におけるアイヌ民族に関する教育
の在り方について意見交流を行うことにより、アイヌ民族に関
する教育及び人権教育の充実に資する。

・ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ○

令和６年度　札幌市教員研修計画　【管理職編】

名称 対象 ねらい・内容

教員育成指標(管理職編)との関連

管理職としての使命感と見識 学校組織マネジメント

○

札幌市教育研究推進事業

基
本
研
修

職
能
に
応
じ
た
研
修

ス
テ
ー

ジ
２

ス
テ
ー

ジ
３

札幌市
教育課程研究協議会

信頼される学校づくりに
関わる研修会

○

高等学校
教育研修会

高等学校
教科別研究協議会

生徒指導
研究協議会

・○ ○ 〇

公立及び私立の幼稚園等・小中
学校等、特別支援学校、市立高
等学校、北海道教育大学附属小
中学校の管理職及び教職員並
びに札幌市教育委員会指導主
事

・札幌市の教職員が、札幌市全体の課題や学習指導要領等
を踏まえた教育課程の編成、実施の重点について理解を深め
るとともに、教育課程の編成、実施に伴う諸課題について研
究協議等を行い、札幌市の学校教育の改善、充実を図る。
・札幌市の教職員が、幼児教育段階から高等学校段階までを
見通した教育課程の編成や指導の在り方等についての理解
を深め、目標や課題を共有することで、札幌市の学校教育の
改善、充実を図る。

○ ○ ・

専門研修

そ
の
他

幼児教育センター
講演会

民族教育研修会

オンデマンドライブラリー

専
門

研
修
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子

ど

も

理

解

子

ど

も

へ

の
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導

組

織

的

な

対

応

特

別

支

援

教

育

に

関

す

る

専

門

性

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

指

導

力

保

健

組

織

活

動

学

校

づ

く

り

へ

の

参

画

危

機

管

理

教

育

課

題

へ

の

協

働

的

な

対

応

小・中学校、義務教育学校、中等教
育学校（前期）、特別支援学校(小・
中)教職員

「札幌市学校教育の重点」等を踏まえた研究活動を通じて、それぞれの
資質の向上・研修に努め、それによって各学校の教育の振興を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

ス

テ
ー

ジ

１

新規採用養護
教諭研修（含２年次）

市立園・学校の新規採用養護教諭
全員（原則）

教職への自覚と使命感を養うとともに、養護教諭の職務の基礎的・実践
的な内容及び学校保健に関する専門的内容について研修を行い、実態
に対応できる能力を養う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職経験者
研究協議会Ⅰ

（５年）

市立園・学校の教諭等で在職期間
が５年に達した教諭及び養護教諭
等、その他参加を希望する教員

教職経験の比較的浅い教員に対し、日常の教育実践に基づいた教育
指導上の課題について研修を行い、指導の充実に資する。

○ ・ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ・ ・ ・

教職経験者
研究協議会Ⅱ

(15年)

市立園・学校の教諭等で在職期間
が15年に達した教諭及び養護教諭
等、その他参加を希望する教員

学校教育の課題及び実践上の諸問題等についての研究協議を行い、
校内における校務運営の中心的な役割を果たす教員として全校的な視
野に立って指導力を発揮できるよう、学校経営に関わる資質の育成及
び向上を図る。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ○ ○ ○ ○

養護教諭研修会 養護教諭
各種専門家を講師とした研修を行うことにより、養護教諭としての資質
の向上を図り、札幌市の学校保健の課題の解決に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

校務支援システム（保健
管理）研修

養護教諭
札幌市に導入されている校務支援システム保健管理機能の研修を行
い、保健管理の効率化を図るとともに、ICTを活用する力の向上を図る。

○ ○

高等学校
教育研修会

高等学校、中等教育学校（後期）の
校長、副校長、教頭及び教諭

学習指導要領改訂の趣旨や内容の伝達及び教育課程実施上の諸課
題について研究協議を行い、指導の充実と適切なカリキュラム・マネジメ
ントに資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高等学校
教科別研究協議会

高等学校、中等教育学校（後期）の
校長、副校長、教頭及び教諭

「札幌市教育振興基本計画」等を踏まえた研究活動を通じて、それぞれ
の資質の向上・研修に努め、それによって各学校の教育の振興を図る。

○ ○ ○

特別支援教育コーディ
ネーター養成研修会

市立園・学校の新任のコーディネー
ター

コーディネーターの役割特別な教育的支援を必要する子どもについて
の講義を行い、特別支援教育コーディネーターとしての資質の向上に資
する。

○ ○ ○ ○ ○

子ども理解に関わる研修
会

市立園・学校の教諭等

教職員一人一人が、ゲートキーパーとしての基礎的な素養を身に付け、
生徒指導上の諸問題に対して、保護者や地域、関係機関と連携しなが
ら迅速かつ適切に対応することができるよう、園内・校内体制の充実に
資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生徒指導研究協議会
市立学校の管理職、主幹教諭、ま
たは生徒指導の中核を担う教職員

生徒指導上の諸問題に関する講演・研究協議等を行い、子どもの学び
や成長を支える「人間尊重の教育」を基盤とした生徒指導の充実を図る
とともに、教職員の指導力の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

部活動指導者研修会

中学校、義務教育学校、高等学
校、中等教育学校、特別支援学校
の部活動顧問教諭、部活動指導
員、特別外部指導者、外部指導者
等、体育文化振興会等の事務局担
当教諭等

学校部活動の指導に携わる各学校の部活動顧問教諭、部活動指導
員、特別外部指導者、外部指導者、体育文化振興会等の事務局担当
教諭等が、学校教育の一環としての部活動の指導の在り方等について
理解を深め、指導者としての資質や指導力の向上に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

柔道指導者研修会
中学校、義務教育学校、高等学
校、中等教育学校の保健体育科教
諭及び柔道部担当教諭

各学校の柔道授業が安全かつ効果的に行われることを目的として、保
健体育科教諭（希望する柔道部担当教諭）を対象に、柔道の段階的な
指導方法や安全に配慮した指導方法等について研修を行い指導力の
向上を図ることを目的とする。

○ ○ ○

現職採用等教員研修会 市立学校に現職採用された教諭等
学校教員として現職採用された教員に対し、札幌市の教育の現状と教
育推進の目標等について研修を行い、教育活動の充実に資する。

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

研究実践園教員研修Ⅰ・
Ⅱ

市立園の教員
研究実践園における諸課題について研究協議し、対応できる力を身に
付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門研修 市立園・学校の教諭等
教科・領域等や教育課題に関する専門的な知識や技能の習得により、
指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

オンデマンドライブラリー 市立園・学校の教諭等
動画視聴形式における教科・領域等や教育課題に関する専門的な知
識や技能の習得により、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幼児教育センター講演会
園長及び教諭、保育教諭、保育士
等

幼児教育に携わるものとして視野を広げ、幅広い見識を身に付ける。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導改善研修 市立園・学校の教諭等
指導が不適切であると認定した教員に対して、能力、適性等に応じた指
導を改善する。

○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

教職員派遣研修 市立園・学校の教諭等
学校経営力及び各学校や地域における研修のマネジメントを推進する
指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職員大学院及び大学院
派遣研修

市立学校の教諭等
学校経営力及び各学校や地域における研修のマネジメントを推進する
指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SAPPORO FUTURE PLAN
本市採用の臨時的任用教員（時間
講師を除く）のうち希望する者

教職への自覚と使命感を養うとともに、学校教育における基礎的・基本
的な知識及び技能を身に付け、実践的指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　札幌市教員研修計画 【養護教諭編】

名称 対象 ねらい・内容

教員育成指標との関連

学校保健
マネジメント

保

健

教

育

保

健

管

理

健康相談/生徒指導 教育課題への対応

札幌市教育研究推進事業

基

本

研

修

教

職

経

験

に

応

じ

た

研

修

ス

テ
ー

ジ

１
～

２ 中堅教諭等
資質向上研修

○ ○
ス

テ
ー

ジ

２
～

３

○ ○ ○ ○ ○ ○
市立園・学校の教諭等で在職期間
が10年に達した教諭等（８年及び９
年に達した希望教諭等を含む)

個々の能力、適性等に応じて、市立園・学校における教育において中
核的な役割を果たすことが期待される中堅教諭等としての職務を遂行
する上で必要とされる資質の向上を図る。

・ ○ ○

○○ ○ ○ ○ 〇

そ

の

他

の

研

修

専

門

研

修

○ ○

職

能

に

応

じ

た

研

修

各

園

・

学

校

に

お

い

て

求

め

ら

れ

る

役

割

に

よ

り

選

択

／

ス

テ
ー

ジ

３

（
教

諭

に

養

護

教

諭

を

含

む

）

札幌市
教育課程研究協議会

公立及び私立の幼稚園等・小中学
校等、特別支援学校、市立高等学
校、北海道教育大学附属小中学校
の管理職及び教職員並びに札幌市
教育委員会指導主事

・札幌市の教職員が、札幌市全体の課題や学習指導要領等を踏まえた
教育課程の編成、実施の重点について理解を深めるとともに、教育課
程の編成、実施に伴う諸課題について研究協議等を行い、札幌市の学
校教育の改善、充実を図る。
・札幌市の教職員が、幼児教育段階から高等学校段階までを見通した
教育課程の編成や指導の在り方等についての理解を深め、目標や課
題を共有することで、札幌市の学校教育の改善、充実を図る。
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教
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へ

の

協

働

的

な

対

応

小・中学校、義務教育学校、
特別支援学校(小・中)教職員

「札幌市学校教育の重点」等を踏まえた研究
活動を通じて、それぞれの資質の向上・研修
に努め、それによって各学校の教育の振興
を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

小・中学校、義務教育学校、
特別支援学校(小・中)栄養教
諭・栄養士

各種重点・指針及び計画を踏まえた研究活
動を通じて、学校給食及び食に関する指導
の充実を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の新規採用栄養士
全員

学校給食及び食に関する指導の専門的内
容について研修を行い今日的課題や個々の
事例などに対応できる能力を養うとともに幅
広い知見の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

　新規採用栄養教諭研修
市立学校の新規採用栄養教
諭全員

学校給食及び食に関する指導の専門的内
容について研修を行い今日的課題や個々の
事例などに対応できる能力を養うとともに幅
広い知見の向上を図る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

栄養教諭任用換研修
栄養士から任用換した栄養
教諭

教諭として、教育理念及び教育指導上の基
礎的な内容について研修を行い、資質の向
上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

ス
テ
ー

ジ
３

小・中学校、義務教育学校、
特別支援学校(小・中)栄養教
諭・栄養士

学校給食実施上の衛生管理の課題につい
て研修を行い、安全・安心な給食提供を図
る。

○ ○ ○

小・中学校、義務教育学校、
特別支援学校(小・中)栄養教
諭・栄養士

学校給食及び食に関する指導等にかかる諸
問題について研修を行い、学校における教
育活動の充実に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小・中学校、義務教育学校、
特別支援学校(小・中)栄養教
諭・栄養士

国レベルの研修報告を受け、学校給食にお
ける各分野の最新の知見を習得し、今後の
教育活動の充実に資する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立学校の栄養教諭
教科・領域等や教育課題に関する専門的な
知識や技能の習得により、指導力の向上を
図る。

○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
動画視聴形式における教科・領域等や教育
課題に関する専門的な知識や技能の習得に
より、指導力の向上を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
指導が不適切であると認定した教員に対し
て、能力、適性等に応じた指導を改善する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

市立園・学校の教諭等
学校経営力及び各学校や地域における研
修のマネジメントを推進する指導力の向上を
図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　札幌市教員研修計画 【栄養教諭編】

名称 対象 ねらい・内容

教員育成指標との関連

食に関する指導 生徒指導 給食管理 教育課題への対応

○

マネジメント

札幌市教育研究推進事業

ブロック活動

基
本
研
修

【参考】新規採用栄養士研修

教
職
経
験
に
応
じ
た
研
修

ス
テ
ー

ジ
１

5年目研修
市立学校の教諭等で在職期
間が５年に達した栄養教諭・
栄養士

経験の比較的浅い教員に対し、日常の教育
実践に基づいた教育指導上の課題について
研修を行い、指導の充実に資する。

○ ○ ○ ○ス
テ
ー

ジ
２

中堅教諭等
資質向上研修

市立学校の教諭等で在職期
間が10年に達した栄養教諭・
栄養士

学校や栄養教諭としての活動の中核として
リーダーとなるべく、自己啓発を行い、広い
見識と実践的指導力を養う。

○ ○ ○

○ ○ 〇 〇

○ ○ ○ ○

職
能
に
応
じ
た
研
修

衛生管理研修

栄養教諭・栄養士全体研修
（食育、栄養管理、食物アレル
ギー、調査活用、カウンセリン
グ、コーチング、病態及び機
能、スポーツ栄養等）

伝達講習会

○ ○ ○

専門研修

そ
の
他
の
研
修

指導改善研修

教職員派遣研修

オンデマンドライブラリー

専
門

研
修
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教職員の学びを支える

各キャリアステージ
の指標の中から、
“今”大切にしたい
目標を絞って活用

自己目標を
考える場面で

教育活動における
具体的な目標や研
修テーマ等を設定

「将来の姿」と
「現在の姿」を見つめ、
主体的に学び続ける

これまでの実践を振
り返り、身に付けて
きた力やこれから身
に付けたい力を確認

校内研修や札教研事業な
ど、学び合いの場面で

それぞれのキャリアス
テージにおける目標を
大切にした学び合いに

同僚間での相談・支援、
フォローアップの場面で

その先生の学びの段階を
意識しながら、個性や長
所を生かしてフォロー

SELF M
A

N
A

G
EM

EN
T

O
n

 th
e

 Jo
b

 Train
in

g
C

o
n

su
ltatio

n
、

Su
p

p
o

rt

札幌市教員育成指標の効果的な活用を

「現場の経験」を含めて、
日々同僚と学び合う
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教職員の育成に

キャリアステージごとの
各観点から、一人一人の
教職員の“今”の目標を
焦点化して指導・助言

自己目標を
考える場面で

教育活動に
おける具体
的な目標や
研修テーマ
等を設定

教職員一人一人の強みを伸ばす

これまでの実践を振
り返り、身に付けて
きた力やこれから身
に付けたい力を確認

校内研修や札教研事
業での、校長からの
指導・助言の場面で

それぞれのキャリアス
テージにおける目標を
大切にした学び合いに

相談・支援、フォロー
アップの場面で

成長の段階を意
識しながら、個
性や長所を生か
してフォロー

S
e

lf   M
a

n
a

g
e

m
e

n
t

O
n

 th
e

 Jo
b

 Tra
in

in
g

C
o

n
s
u

lta
tio

n
、

S
u

p
p

o
rt

札幌市教員育成指標の効果的な活用を

教職員間の協働性を高める

対話の場面で

・組織の中で期待する
役割や、今後の成長
への期待を、具体的
に伝える
・キャリアステージに
応じた研修の推奨や
研修内容を共に振り
返る

管理職編
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